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研究成果の概要（和文）： 

 本研究は、高齢化が急速に進展している我が国において、いわゆる要介護高齢者などの
災害弱者の自助・共助のための具体的対策としての減災まちづくりのあり方を検討するこ
とを全体構想とするものである。本研究では、介護保険施設などが比較的災害に弱い地域
に存在していること、自宅で介護を受けている要援護高齢者に対する災害時の避難支援体
制が不十分である問題を踏まえ、特にそうした要援護高齢者が多く火災にも弱い歴史的町
並みに焦点をあて、そうした住民がどのように避難を考えているのか、また、その中で特
に延焼抑止の減災支援システムをどのように構築したらよいのかについて、研究を行った。 
 ここで、減災支援システムとは、対象とする町のなかで災害に弱いところを明らかにし、
それに対してどのように対処するのかを検討するベースとなるもののことである。 
 具体的な対象地は、佐賀県鹿島市肥前浜宿の「浜庄津町浜金屋町」重要伝統的建造物群
保存地区である。研究の方法は、住民に対する避難経路ヒアリングと延焼抑止策のシミュ
レーション、そして住民との避難訓練ワークショップである。 
 避難経路ヒアリングとシミュレーションの分析の結果、茅葺き町家を有する保存地区に
おける延焼抑止策として、茅葺き町家が群で存在するところに空地を確保すること、ある
いは伝統的建造物の存在を消さないような耐火建築物を建てること、が有効であることが
明らかになった。また、避難訓練ワークショップで住民に延焼がどのように広がるかを説
明し、減災のための体制について意識を共有することができた。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 This study is aiming at establishment of a concrete disaster prevention plan for self 
help and mutual aid of vulnerable people in Japan where aging are getting in advance 
rapidly. We focuses on a historic preservation area vulnerable to disaster because of 
congested wooden houses and aging people. This study aims to make clear how the 
residents think about their evacuation routes from their own houses to primary place 
for their own security and how to build a disaster prevention support system especially 
for fire. Here, the disaster prevention support system is one of the base for the 
residents to consider their security with weak points of the study area. 
 The study area is “Hama-Shozu-Machi, Hma-Kanaya-Machi” in Kashima City of 
Saga Prefecture, which is one of the important traditional buildings preservation area 
in Japan. The study methods are hearing about evacuation routes from residents, 
simulation of measure of prevention from fire spreading and workshop of evacuation 
drill. 
 As results of hearing about evacuation routes and simulation, to have an open space 
surrounding a group of straw-roofed houses and to have a fire proofed building 
considering the existence of the traditional houses are effective for measures to 
prevent from fire spreading in the preservation area with straw-roofed houses. 
Additionally, in the evacuation drill workshop, explanation about how to spread fire 
could make the residents have a common sense about system to prevent from fire 
disaster. 
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１．研究開始当初の背景 
 本研究は、高齢化が急速に進展している
我が国において、いわゆる要介護高齢者な
どの災害弱者の自助・共助のための具体的
対策としての減災まちづくりのあり方を検
討することを全体構想とするものである。 
 かかるなかで、歴史的町並みは、地域の
特徴を生かすまちづくりや歴史まちづくり
法の施行によって全国各地でその保存や活
用が盛んになりつつある。しかしその一方
で、木造建築物が密集し街路幅員も狭く、
火災に弱い地区でもある。したがって、歴
史的町並みの延焼抑止策は重要であり、火
災時における町全体の安全性確保や被害抑
制を目的としながらも、群としての特質を
損なわないように延焼の進行を予測して最
適な方策を検討することが望まれる。 
 また、介護保険施設などが比較的災害に
弱い地域に存在していること、自宅で介護
を受けている要援護高齢者に対する災害時
の避難支援体制が不十分である問題を踏ま
えると、地域住民とともに減災支援システ
ムを構築することが重要である。 
 
２．研究の目的 
 災害弱者の自助・共助による減災対策の
確立に向けて、特に火災に焦点を当てた歴
史的町並みにおける減災支援システムのあ
り方を明らかにすることを目的とする。 
 ここで、減災支援システムとは、対象と
する町のなかで災害に弱いところを明らか
にし、それに対してどのように対処するの
かを検討するベースとなるもののことであ
る。 
 
３．研究の方法 
 対象地区は、佐賀県鹿島市の重要伝統的建
造物群保存地区「浜庄津町浜金屋町」（以下、
庄金地区）である。在郷町で、2.7mにも満た
ない狭隘な道路沿いに茅葺きの町家と桟瓦
葺町家が建ち並んでいる。 

写真１ 狭隘路地沿いに茅葺き町家が建ち
並ぶ調査対象地 

（浜庄津町浜金屋町） 
 

 調査方法は、１)避難経路の住民ヒアリン
グ、２）延焼シミュレーション、３）避難訓
練ワークショップである。 
１）避難経路の住民ヒアリング 
 調査は、住民ヒアリングによる避難経路の
抽出、その避難経路の実態調査からなる。調
査された全物件について、敷地ごとにデータ
シートにまとめ、避難経路の課題分析を行う。
そして、避難経路の課題解決について町並み
保存を加味して考察を行う。なお、調査期間
は平成 21年 10 月 13日～30 日である。 
 火災時における敷地毎の二方向避難を確
保することが整備目標であるので、敷地周辺
で「身の安全を確保する場所」（以下、「安全
確保の場」：幅員 4m程度の道路、空き地、駐
車場など）を上げてもらい、住まいから「安
全確保の場」までの経路を２以上考えてもら
う。手順は以下のようである。 
①第一に使う避難経路を上げてもらう。出入
口は緊急避難時にも通常使うものとする。 
②第二に使う避難経路を上げてもらう。緊急
時に使う出入口でもよいものとする。（少な
くともここまでは必ず出してもらう） 
③以下、順に次の経路を上げてもらい、でな



くなるまで続ける。 
２）延焼シミュレーション 
 研究対象地において建築基準法上行われ
てきた延焼対策、ならびに重伝建地区の防災
計画に基づいて実施されている対策を踏ま
えて、延焼抑止策としての提案スキームを設
定する。そして、それに即して既存の延焼速
度式を改良する。この改良された延焼速度式
を用いて、現況の延焼予測を行い、そこから
読み取れる地区の問題点を分析し、それを踏
まえて延焼抑止策の提案ならびにその延焼
予測分析と評価を行った。 
３）避難訓練ワークショップ 
 本避難訓練は肥前浜宿自主防災組織、鹿島
市、佐賀大学で計画し、鹿島消防署、鹿島消
防団に協力を得て実施した。庄金地区の住民
23戸 47人（全 44 戸 133 人中）を対象に、あ
る特定の家屋からの出火と大規模延焼を想
定し平成 23年 2月 13日に避難訓練を実施し
た。今回は、火災通報から消火栓・防火用散
水設備での初期消火、避難、避難確認までを
訓練内容とした。 
 実行メンバーで避難訓練の大筋を決定し
た後、住民を交え地区の現状を加味しながら
詳細な訓練内容（避難地、災害弱者の誘導や
救助方法）を設定し、打合せ参加住民の中か
ら当日の役割決めを行った。さらに、住民に
は避難訓練前にミーティングを行い、出火場
所・出火時刻・避難地を指定し伝えた。資料
として、訓練中の記録（写真撮影・避難地の
定点撮影）と避難時間の測定を行い、訓練後
に参加住民にアンケート調査（全 23世帯）
と佐賀大学実施協力者（全 14 人）にヒアリ
ング調査を行った。 
 
４．研究成果 
１）避難経路の住民ヒアリングについて 
 主たる成果は以下のようである。 
1)身の安全を寄せる場所、およびそこまでの
第１避難経路、第２避難経路（以降、被験者
が想定できるだけの避難経路）を直接ヒアリ
ングすることにより、目視だけでは分からな
かった住民が考える現状の二方向避難の経
路を抽出することができた。 
2)歴史的町並み保存における二方向避難の
課題とその改善策（案）について、本研究で
用いたヒアリングと空間調査の結果をもと
に示すことができた。 
3)伝統的建造物の複数棟と単棟、および非伝
統的建造物によって異なる改善策（案）につ
いて検討することができた。 
 今回の調査は肥前浜宿の伝統的建造物群
保存地区のみが対象であった。このような歴
史的町並みにおいて、その保存のため町の改
造がいたずらに許されない以上、避難経路確
保のために住民意識をくみ上げることは重
要である。そして、それを徹底して行うこと

によって、被験者の個体差や考えの違いにつ
いても越えることも可能になる。したがって、
同様な手法で歴史的町並みの避難経路をヒ
アリングすることは有効であり、そして、本
研究のような分析を行うことによって歴史
的町並み保存における避難経路確保の計画
手法を構築していくことができると言える。 

図２ 避難経路抽出結果の例 
 
２）延焼シミュレーションについて 
 鹿島市肥前浜宿の重伝建地区庄金地区を
対象にして、歴史的町並みにおける延焼抑止
効果の予測とその評価を通じた延焼抑止策
提案の可能性について検証した。その提案・
評価においては、地区の特質である伝統的建
造物群のまとまりのよい部分（特に茅葺き）
への延焼を抑止することを目的とし、現状等
の延焼予測を踏まえて、耐火建築物による延
焼防止帯・散水栓の設置・空地の創出といっ
た延焼抑止策を提案し、その効果を比較評価
して検証する、といった提案スキームを構築
した。延焼予測では、地区の特質を配慮して
伝統的建造物の建物内延焼速度を設定した。
その結果、市の構想に対して、伝統的建造物
群のまとまりのよい部分への延焼を抑止す
るための提案に結びつけることができた。 
 この結果は、地区の特質に即した提案スキ
ームを構築したことによって得られたもの
である。すなわち、歴史的町並みにおける延
焼抑止効果の予測とその評価のために、地区
の特質に即した提案スキームを構築するこ
とが重要であると言える。そして、このよう
な提案スキームは、地区によって異なる部分
はあるものの、考え方や方法論を他の歴史的
町並み地区に広範に適用することは可能で
ある。すなわち、地区の特質や建物種別等に
適した目的および延焼抑止策を定め、提案根
拠とフローは、その特質を守るために「延焼
抑止なし」、および「現状」もしくは「重伝
建地区選定後」を評価し、効果的な延焼抑止
策を検討するという手続きを取り、提案を評
価すればよい。延焼速度式も地区の建物種別



を考慮して改良することになるが、それでも
って本研究の成果である提案手続きや延焼
評価は当該地区に即したものになる。このよ
うに、本研究で用いた提案スキームは他の地
区への適用、言い換えると一般化が可能であ
り、それは目的・延焼抑止策・提案根拠・提
案フロー・延焼予測による提案評価という手
順が明確化されたことに他ならない。以上よ
り、歴史的町並みの特質を伝統的建造物のま
とまりとして守るための延焼抑止策提案手
法について、その可能性が示されたと言うこ
とができよう。 

図３ 延焼シミュレーション結果 
 
 
 

図４ 代替案の提案 

 
３）避難訓練ワークショップについて 
 避難訓練を通して、歴史的町並み肥前浜宿
における防災まちづくりの課題を明らかに
することができた。課題は①住民の火災に対
する意識不足②防災まちづくりの体制がな
いこと③情報伝達の手段があげられる。 
 防災まちづくりを行う前提として教育活
動等を通して火災の恐ろしさや重伝建地区
が如何に火災に弱い町かを伝え、防災活動に
住民の意識を向けさせる必要がある。現在、
避難確認を行うための住民名簿はプライバ
シー保護の観点から作成することができな
いのだが、この町独自の体制をつくり名簿作
成等を行う必要がある。また、防災まちづく
りにおける役割を住民に広く持たせること
により意識付けを行う必要がある。そして、
火災発生をいち早く認知できるよう防災無

線の整備と火災発生の呼びかけ、避難確認を
徹底することを役割の中に組み込む必要が
ある。 

図５ 避難訓練ワークショップ 
ヒアリング結果 
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